
戦している企業の方が多い。何故なら冷静に地域の
現状を分析すれば当然だからだ。鉄道は不通、主要
観光宿泊の休業の長期化、繁華街の壊滅的な被災、
河川の変形、そしてコロナ禍。この条件下でハード
の原状回復を行なったところで当社の売上げの回
復は難しく、事業の多角化や観光だけに頼らない再
建計画が求められたのである。“九州パンケーキカ
フェ”を誘致したのは、単におしゃれなカフェをや
りたかったのでは無く、競合が少なく地元需要を
取り込める業態と判断した上での決定。物販部門
“HITO-KUMA STORE”の開設も同様の理由。再建
計画を立てるにあたり、被災前より季節や天候に左
右されない事業の多角化を目指した。実際に、飲食
事業、物販事業は大きなプラスに働いており、もし
アクティビティ事業だけの原状回復を目指したら
厳しい状況だったのは間違いない。
尚、適当に多角化をした訳ではない。綿密な裏付

けがあった中で追加する事業を選んで行った。今回
の再建計画を立てる中で重要視したのがコロナ禍
と水害から切り離して考えること。従来からの当
社及び人吉地域における観光の課題、不足するも
の、必要なものを洗い出し尚且つ既存のアクティビ
ティ事業とシナジー効果を見込めるものを検討し
た。逆に考えるとこれらの条件を満たす施設を整備
することが出来れば地域で唯一無二のポジション
を獲得出来る可能性は高いと考えた。このことはコ
ロナ禍前から考えていたことであり、水害をきっか
けに急に思いついた訳ではなく、実際に飲食物販事
業については被災前から進んでいて、被災1週間前
に店舗の設計について打ち合わせを行なっていた。
つまり、追い詰められての付け焼き刃の事業計画で
は無く、2019年1月に経営再建を引き受けてから常
に構想していたからこそ素早い事業計画立案に進
むことが出来たのである。また、これまで上天草市
前島地区におけるエリアマネジメントを手掛けて
きた経験も大きな要素となったと言える。

8.さいごに
ひとたび、大規模災害が発生すると甚大な人的被

害、経済的損失が発生し、復興に時間がかかればか
かるほど被災地の人々は自信を失い、ネガティブな
思考に陥ってしまう。家を失うことによって人口
流出や高齢化にも拍車がかかる。そのような状況下
で、地域に元気をもたらす、誇りを回復させるシン
ボルは間違いなく必要。HASSENBAは当社の事業
再建だけでなく、被災地域の復興の原動力になる
ことを目指している。今回の開業にあたり、多くの
方、特に若者が求人に応募があった。その多くが復
興の力になりたい、HASSENBAの理念に共感した
との理由で本当に嬉しかった。
HASSENBAの開業以降川沿いを散歩し、川を背

景に記念撮影をする人が明らかに増えた。その光景
を見たとき、HASSENBAによって街の雰囲気が復
旧から復興に切り替わり始めたと確信した。被災地
には憧れの場所、誇りに思える場所が必要なのであ
る。HASSENBAは開業以降、第3回復興設計賞や
リノベーションオブザイヤー 2021総合グランプリ
受賞などデザイン性や公共性が高く評価されてい
る。
街に壊滅的な被害をもたらした球磨川だとは想

像できないほどのHASSENBA周辺は川が憩いの
場所となっており、我々が目指した“復興のシンボ
ル”が体現できたと言える。災害からの復興は長い
月日がかかるからこそ市民や観光客がほっと一息
つける場所が必要だと考える。それがHASSENBA
プロジェクトの根幹にある想い。地域に壊滅的な被
害をもたらした球磨川だが長年多くの恵みをもた
らしてきたのも事実。HASSENBAは球磨川の良さ
を伝えることができる被災地の関係人口・交流人
口の拠点としてこれからも地域を牽引していきた
いと思う。

図 6　人吉の新たなランドマークと評価されている

図 7　令和 4 年 7 月 23日に 2 年ぶりに川下りが再開

１．はじめに
常総市は茨城県の南西部に位置し、国が管理する

一級河川の鬼怒川と小貝川が市を南北に縦断して
いる。江戸時代から明治時代にかけて、鬼怒川の河
岸から利根川を経由し、江戸に向かう船運が最盛期
を迎え、鬼怒川流域においては河岸問屋が隆盛を極
めた水海道村が宿場町として発展してきた。豊かな
水源は肥沃な大地として恩恵をもたらす一方で、鬼
怒川・小貝川流域では度重なる水害に見舞われて
きた歴史がある。
鬼怒川サイクリングロードは、平成27年関東・

東北豪雨災害からの復旧事業として進めてきた鬼
怒川緊急対策プロジェクトで整備された堤防天端
等を活用したサイクリングロードである。鬼怒川
沿川7市町（結城市・下妻市・常総市・守谷市・筑
西市・つくばみらい市・八千代町）が参画する鬼怒
川・小貝川かわまちづくり推進協議会において方
向性を定め、「鬼怒川・小貝川かわまちづくり計画」
に基づき、堤防上に整備するサイクリングロードを
有効活用し、鬼怒川・小貝川を軸とするサイクリン
グネットワークを新たに形成していく。今後は周辺
地域から人々を呼び込み、水辺の賑わい拠点として
「かわ」と「まち」の魅力を繋ぐリバースポットの整
備とサイクリングロードを活用した取組みが進む。

２．鬼怒川緊急対策プロジェクト
平成27年9月、関東地方では線状降水帯と呼ば

れる積乱雲が帯状に次々と発生し、鬼怒川上流域
の五十里雨量観測所（栃木県日光市）では観測開始
以来最多の24時間雨量551mmを記録するなど、各
観測所で観測史上最多雨量を記録した。鬼怒川水
海道水位観測所においては、計画高水位を超過し
た8.06mを観測するなど、長時間にわたり降り続い

た記録的な大雨の影響で、常総市三坂町の堤防が約
200mにわたり決壊、決壊箇所周辺では氾濫流によ
り多くの家屋等が流出する事態となった。

鬼怒川からの氾濫流は、決壊箇所から約9km下流
にあり常総市の災害対策本部が設置されていた市
役所本庁舎まで到達し、庁舎浸水及び電源喪失によ
り、災害対策本部としての機能が失われた。市全体
の約1/3の面積に相当する約40㎢が浸水する大規
模水害となり、宅地や公共施設等の浸水が概ね解消
するまでに10日を要し、浸水により約4,300人が救
助された。水害からの復旧事業として、鬼怒川下流
域（茨城県区間）において災害防止を図るとともに、
施設の能力を上回る洪水等による氾濫が発生する
ことを前提とし、社会全体でこれに備える「水防災
意識社会」の再構築を目指し、国、茨城県、常総市
などの鬼怒川沿川7市町が主体となり、築堤などの
ハード整備対策に加え、タイムラインの整備など防
災ソフト対策が一体となった治水対策「鬼怒川緊急
対策プロジェクト」が開始され、令和3年9月15日
をもってハード整備対策が完了した。

写真１　鬼怒川サイクリングロード（常総市区間）

図１　水位の状況（鬼怒川水海道水位観測所）

図２　鬼怒川緊急対策プロジェクト概要

「かわ」と「まち」をつなぐ鬼怒川サイクリングロード
～地域資源を活用した「かわまちづくり」～

常総市都市建設部　部長　戸塚　　勇
都市計画課　森　　大輔
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３．鬼怒川・小貝川かわまちづくり
被災地域の振興に寄与するため、鬼怒川堤防天端

や高水敷に整備された河川管理用通路をサイクリ
ングロード（河川管理用通路兼用）として活用する
「鬼怒川緊急対策プロジェクト＋１（プラスワン）」
が進められてきた。さらに鬼怒川沿川7市町が推進
主体となり、市町内の商業施設や景観・観光スポッ
ト等の地域資源となるタウンスポットとの周遊性
を高め、サイクルネットワークの構築を図ること
で、サイクリストをまちなかに引き込み、広域での
賑わい向上を図ることを目的とした「鬼怒川・小貝
川かわまちづくり」の取組みがスタートした。
この取組みを充実させるため、鬼怒川・小貝川を

周遊ネットワーク軸として活用し、良好な景観や安
全な水辺へのアクセスを有する魅力あふれる川の
拠点を「リバースポット」として鬼怒川・小貝川合
わせて32箇所（常総市区間は鬼怒川5箇所、小貝川
4箇所）位置づけ、国や近隣市町と連携しながら今
後整備を行っていく。

４．推進体制
鬼怒川・小貝川の管理用通路をサイクリングロー

ドとして活用し、水辺及びまちなかに賑わいを創出
することにより、河川空間と沿川市町のまち空間が
融合した良好な空間を形成する推進体制を構築す
るため、国、茨城県、鬼怒川沿川7市町と鬼怒川・
小貝川に並走する形で茨城県西地区を南北に縦断
する関東鉄道常総線を運営する鉄道事業者が参画
し、「鬼怒川・小貝川かわまちづくり推進協議会」
を設立した。協議会では、かわまちづくり計画の策
定やサイクリングロードの整備ルール及び維持管
理を含めた使用ルールの策定、各市町におけるモデ
ルコースの検討、民間活力の活用検討等を行ってい
る。また、常総市おいては供用開始しているサイク
リングロードにおいて、自転車歩行者専用道路とし
て利用者へマナーを周知する実証実験を行い、かわ
まちづくり推進協議会の場で取組みを共有してい
る。

５．官民連携によるサイクルフェスタ開催
令和元年9月に鬼怒川堤防が常総市区間で概成し
たお祝いと鬼怒川サイクリングロードの部分供用
開始のお披露目を兼ねたオープニングイベント「鬼
怒川サイクルフェスタ2019」を河川管理者の国交
省と共同で開催した。

当日は前日までの台風による強風が残る中、約
270名近くの方が市内外から参加していただき、常
総市区間の鬼怒川と小貝川を結ぶ約40kmコースと
関東鉄道常総線のサイクルトレインを活用した約
10kmファミリーコースを設定し、イベント全体の
運営を常総市で行い、三坂町の鬼怒川破堤地点付近
の堤防上でのリスタートイベントを国交省で運営
する形で連携して行った。また、地元建設業者によ
るサイクルスタンド寄贈や仮設トイレ設置、スポー
ツウェアメーカー等の民間企業による給水所の設
置、鉄道会社によるサイクルトレインに対応したイ
ベント特別列車の運行などが行われ、さらには日本
競輪選手会茨城支部の協力により、現役競輪選手が
先導していただきイベントを盛り上げることがで
きた。

図３　リバースポット整備イメージ

写真２　マナー周知看板の設置

写真３　サイクルフェスタ 2019

６．自転車を活用したまちづくり
関東平野の平坦な地形や鬼怒川・小貝川サイク

ルネットワークを活かしたまちづくりは常総市の
新たな観光スタイルを確立させる可能性がある。鬼
怒川は常総市のほぼ中央を南北に流れ、石下・水海
道の中心市街地も鬼怒川沿いに面していることか
ら、堤防や高水敷にサイクリングロードが整備され
ることで、市内広域の地域資源を結びつける新た
な自転車幹線が出来ることになる。従来から堤防は
学生の通学や工業団地等への通勤に利用されてい
た区間もあることから、市民のさらなる利活用によ
る利便性も考慮していく必要があり、これらの課題
については令和4年3月に策定した「常総市自転車
活用推進計画」に基づき、施策を実行していく。本
市の自転車利用に関する現状を踏まえて課題を整
理し、計画における基本理念として、「誰もが安全・
安心・快適に自転車を活用できる社会の実現」を
掲げ、以下の施策目標を定めた。１．サイクルツー
リズムの推進による地域の活性化、２．自転車交通
の役割拡大に向けた快適な自転車通行空間の整備、
３．自転車事故のない安全で安心な交通環境の実現
と交通安全教育のさらなる推進、４．自転車を活用
した市民の健康増進と活力ある健康長寿社会の実
現。4つの施策目標を実現させるため、目標値を設
定し、自転車活用推進に向けた施策を展開してい
く。

なお、従来からまちづくりの課題であった中心市
街地活性化についても、自転車を活用したアプロー
チを考えていきたい。これまでのまちづくりは水海
道駅や石下駅周辺の市街地を中心として発展して
きたが、モータリゼーションの普及により、次第に
街中から郊外へ大型店が出店、道路・鉄道インフラ
の整備が進むにつれ、良質な住環境を求めて、区画
整理により新しく整備された近隣自治体へ若年層
の流出が目立つ。本市においては65歳以上の老年
人口割合が郊外部において増加している現状があ
る。中心市街地においても商店街としての求心力は
乏しく、いかに既存のストックを活用し、まちなか
の賑わいを取り戻すかが課題となっている。
2019年11月にナショナルサイクルルートに指定

された「つくば霞ヶ浦りんりんロード」が常総市に
隣接するつくば市を通っていることから、広域ネッ
トワーク路線としての連携は有効と考えられるほ
か、鬼怒川と並行して路線を持つ関東鉄道常総線は
「サイクルトレイン」の取組みを実施しており、こ
の異なるモビリティによる広域連携も有効と考え
られる。自転車を活用することで様々なテーマや季
節ごとの「地域サイクルツーリズム」を提案できる
と考えており、常総市では自転車で地域観光資源を
巡る「散走」スタイルをイメージしている。

７．今後の展開
サイクルツーリズムは近年、「ビワイチ」「しまな

み海道」などの観光地で長距離を走るスタイルが注
目されているが、我々の地域ではもう少し「ユルい」
路線で提案しようと考えている。地形が平坦で長距
離でも比較的走りやすい特徴を生かして、サイクリ
ング初心者向けのコース設定や家族連れでも安心
して巡れるコース等を検討していきたい。
年間最大約100万人の来訪者を見込む圏央道常総

IC近辺に2023年3月開業予定の「道の駅常総」をか
わまちづくり計画で「タウンスポット」に位置づけ、
地域の新たな玄関口として自転車を活用し、道の駅
への来訪者を「地域へ回遊」させる仕組みづくりの
先行プラクティスとしたいと考えている。

写真４　サイクルフェスタ　破堤地点セレモニー

写真５　整備された鬼怒川サイクリングロード

写真６　関東鉄道常総線のサイクルトレイン
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３．鬼怒川・小貝川かわまちづくり
被災地域の振興に寄与するため、鬼怒川堤防天端

や高水敷に整備された河川管理用通路をサイクリ
ングロード（河川管理用通路兼用）として活用する
「鬼怒川緊急対策プロジェクト＋１（プラスワン）」
が進められてきた。さらに鬼怒川沿川7市町が推進
主体となり、市町内の商業施設や景観・観光スポッ
ト等の地域資源となるタウンスポットとの周遊性
を高め、サイクルネットワークの構築を図ること
で、サイクリストをまちなかに引き込み、広域での
賑わい向上を図ることを目的とした「鬼怒川・小貝
川かわまちづくり」の取組みがスタートした。
この取組みを充実させるため、鬼怒川・小貝川を

周遊ネットワーク軸として活用し、良好な景観や安
全な水辺へのアクセスを有する魅力あふれる川の
拠点を「リバースポット」として鬼怒川・小貝川合
わせて32箇所（常総市区間は鬼怒川5箇所、小貝川
4箇所）位置づけ、国や近隣市町と連携しながら今
後整備を行っていく。

４．推進体制
鬼怒川・小貝川の管理用通路をサイクリングロー

ドとして活用し、水辺及びまちなかに賑わいを創出
することにより、河川空間と沿川市町のまち空間が
融合した良好な空間を形成する推進体制を構築す
るため、国、茨城県、鬼怒川沿川7市町と鬼怒川・
小貝川に並走する形で茨城県西地区を南北に縦断
する関東鉄道常総線を運営する鉄道事業者が参画
し、「鬼怒川・小貝川かわまちづくり推進協議会」
を設立した。協議会では、かわまちづくり計画の策
定やサイクリングロードの整備ルール及び維持管
理を含めた使用ルールの策定、各市町におけるモデ
ルコースの検討、民間活力の活用検討等を行ってい
る。また、常総市おいては供用開始しているサイク
リングロードにおいて、自転車歩行者専用道路とし
て利用者へマナーを周知する実証実験を行い、かわ
まちづくり推進協議会の場で取組みを共有してい
る。

５．官民連携によるサイクルフェスタ開催
令和元年9月に鬼怒川堤防が常総市区間で概成し

たお祝いと鬼怒川サイクリングロードの部分供用
開始のお披露目を兼ねたオープニングイベント「鬼
怒川サイクルフェスタ2019」を河川管理者の国交
省と共同で開催した。

当日は前日までの台風による強風が残る中、約
270名近くの方が市内外から参加していただき、常
総市区間の鬼怒川と小貝川を結ぶ約40kmコースと
関東鉄道常総線のサイクルトレインを活用した約
10kmファミリーコースを設定し、イベント全体の
運営を常総市で行い、三坂町の鬼怒川破堤地点付近
の堤防上でのリスタートイベントを国交省で運営
する形で連携して行った。また、地元建設業者によ
るサイクルスタンド寄贈や仮設トイレ設置、スポー
ツウェアメーカー等の民間企業による給水所の設
置、鉄道会社によるサイクルトレインに対応したイ
ベント特別列車の運行などが行われ、さらには日本
競輪選手会茨城支部の協力により、現役競輪選手が
先導していただきイベントを盛り上げることがで
きた。

図３　リバースポット整備イメー

写真２　マナー周知看板の設置

写真３　サイクルフェスタ 2019

６．自転車を活用したまちづくり
関東平野の平坦な地形や鬼怒川・小貝川サイク

ルネットワークを活かしたまちづくりは常総市の
新たな観光スタイルを確立させる可能性がある。鬼
怒川は常総市のほぼ中央を南北に流れ、石下・水海
道の中心市街地も鬼怒川沿いに面していることか
ら、堤防や高水敷にサイクリングロードが整備され
ることで、市内広域の地域資源を結びつける新た
な自転車幹線が出来ることになる。従来から堤防は
学生の通学や工業団地等への通勤に利用されてい
た区間もあることから、市民のさらなる利活用によ
る利便性も考慮していく必要があり、これらの課題
については令和4年3月に策定した「常総市自転車
活用推進計画」に基づき、施策を実行していく。本
市の自転車利用に関する現状を踏まえて課題を整
理し、計画における基本理念として、「誰もが安全・
安心・快適に自転車を活用できる社会の実現」を
掲げ、以下の施策目標を定めた。１．サイクルツー
リズムの推進による地域の活性化、２．自転車交通
の役割拡大に向けた快適な自転車通行空間の整備、
３．自転車事故のない安全で安心な交通環境の実現
と交通安全教育のさらなる推進、４．自転車を活用
した市民の健康増進と活力ある健康長寿社会の実
現。4つの施策目標を実現させるため、目標値を設
定し、自転車活用推進に向けた施策を展開してい
く。

なお、従来からまちづくりの課題であった中心市
街地活性化についても、自転車を活用したアプロー
チを考えていきたい。これまでのまちづくりは水海
道駅や石下駅周辺の市街地を中心として発展して
きたが、モータリゼーションの普及により、次第に
街中から郊外へ大型店が出店、道路・鉄道インフラ
の整備が進むにつれ、良質な住環境を求めて、区画
整理により新しく整備された近隣自治体へ若年層
の流出が目立つ。本市においては65歳以上の老年
人口割合が郊外部において増加している現状があ
る。中心市街地においても商店街としての求心力は
乏しく、いかに既存のストックを活用し、まちなか
の賑わいを取り戻すかが課題となっている。
2019年11月にナショナルサイクルルートに指定
された「つくば霞ヶ浦りんりんロード」が常総市に
隣接するつくば市を通っていることから、広域ネッ
トワーク路線としての連携は有効と考えられるほ
か、鬼怒川と並行して路線を持つ関東鉄道常総線は
「サイクルトレイン」の取組みを実施しており、こ
の異なるモビリティによる広域連携も有効と考え
られる。自転車を活用することで様々なテーマや季
節ごとの「地域サイクルツーリズム」を提案できる
と考えており、常総市では自転車で地域観光資源を
巡る「散走」スタイルをイメージしている。

７．今後の展開
サイクルツーリズムは近年、「ビワイチ」「しまな
み海道」などの観光地で長距離を走るスタイルが注
目されているが、我々の地域ではもう少し「ユルい」
路線で提案しようと考えている。地形が平坦で長距
離でも比較的走りやすい特徴を生かして、サイクリ
ング初心者向けのコース設定や家族連れでも安心
して巡れるコース等を検討していきたい。
年間最大約100万人の来訪者を見込む圏央道常総
IC近辺に2023年3月開業予定の「道の駅常総」をか
わまちづくり計画で「タウンスポット」に位置づけ、
地域の新たな玄関口として自転車を活用し、道の駅
への来訪者を「地域へ回遊」させる仕組みづくりの
先行プラクティスとしたいと考えている。

写真４　サイクルフェスタ　破堤地点セレモニー

写真５　整備された鬼怒川サイクリングロード

写真６　関東鉄道常総線のサイクルトレイン
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１．はじめに
倉敷市は岡山県の南西部に位置し、面積は約356

㎢、人口は約48万人の中核市です。平成30年７月
豪雨災害で甚大な被害を受けた真備地区は本市の
北西部に位置し、地区の中央部を西から東に流れる
高梁川水系小田川およびその支川の決壊により地
区の約３割が水没し、真備地区で51名もの方が亡
くなられるなど、未曽有の大災害が発生しました。
本市では、この災害からの復興に向けて、基本方針
や今後取り組むべき具体的な取組等を示した「真備
地区復興計画」（以下、復興計画）を平成31年３月
に策定し、令和元年度から令和５年度までを復興期
間に定め、現在、国・県等と連携し計画に基づく取
組を進めているところです。
本稿では、前半に平成30年７月豪雨災害からの

復旧・復興状況について紹介し、後半は、災害から
の復興や治水対策等と一体的に実施している「小田
川かわまちづくり」の現状と今後の展開についてご
紹介します。

２．平成30年７月豪雨災害の概要
平成30年７月豪雨では、中国地方の降り始めか

らの総雨量が450mmを超え、倉敷市倉敷地点では
260mmという観測史上１位の降水量（48時間累加
雨量）を記録し、７月６日には岡山県で初めて大雨
特別警報が発表されました。
ここ真備地区では、国管理の高梁川水系小田川を

はじめ、県管理の末政川・高馬川・真谷川において
８か所で堤防が決壊し、７か所で一部損壊・損傷と
なり、真備地区4，400haのうち約1,200haが３日間
に渡り完全に水没し、5,900棟を超える住家が床上
浸水以上となる甚大な被害が生じました（図１・写
真１）。

被災地の真備地区は、この50年間では、昭和47
年、51年にも甚大な浸水被害を受けており、国土交
通省において平成26年度に抜本的な治水対策であ
る小田川合流点を高梁川下流部へ付替える工事が
事業化され、平成30年の秋から工事に本格着手す
る矢先の災害でした。

浸水状態が続く真備地区では、国土交通省の緊急
災害対策派遣隊（TEC－FORCE）により、全国か
ら排水ポンプ車23台が結集し、24時間体制で排水
作業が行われました。また、決壊した堤防の緊急復
旧工事は、国管理の小田川は７月21日までに、県管
理の末政川・高馬川・真谷川は８月３日までに完
了しました。膨大な量の災害廃棄物の撤去について
は（写真２）、自衛隊や各関係協会をはじめ、国や多
くの自治体職員、全国からのボランティアの方々に
御協力いただき、８月25日までに身近な仮置場か
らの撤去が完了しました。

また、今回の浸水被害により、4,646棟の住家が
全壊、846棟の住家が大規模半壊・半壊の被害を受
けたため（倉敷市全体）、借上型仮設住宅の提供や
建設型仮設住宅を整備し、多くの方々が市内外の仮図１　真備地区の浸水範囲（提供：国土交通省）

写真１　河川決壊箇所（小田川・高馬川合流点）

写真２　災害廃棄物の状況

平成３０年７月豪雨災害からの復興と
「小田川かわまちづくり」の取り組み

倉敷市 建設局 災害復興推進室　濱田　臣

これまで「観光振興」という概念に疎い地域で
あった常総市がサイクリングをツールとして活用
することで、これまであまり着目されてこなかった
地域資源を有機的に結ぶネットワークづくりや受
け皿体制づくりの試行に役立てたい。
また、鬼怒川緊急対策プロジェクトによる堤防整

備は茨城県筑西市から守谷市まで約40km、両岸で
約80kmの延長であり、従来からサイクリングに活
用されている小貝川堤防を加えると100kmを超え
る延長になるが、堤防をサイクリングロードとして
利用するためには沿川自治体の賛同による整備と
近隣住民の理解が必要である。鬼怒川サイクリング
ロードは常総市区間だけでなく、鬼怒川流域での全
線開通を目指し、「鬼怒川・小貝川かわまちづくり」
事業を進めているところである。

国においても、豊かな自然などの観光資源や、都
市部の貴重なオープンスペースとしての価値を有
する河川敷地において、治水上、利水上又は河川環
境上の支障が生じないように配慮しつつ、快適でに
ぎわいのある水辺空間の創出を「河川空間のオープ
ン化」として推進しており、平成23年に河川敷地
占用許可準則を改正し、一定の要件を満たす場合に
は、特例として民間事業者等も営業活動を行えるよ
うになった。常総市においてまだ実績はないが、河
川協力団体として指定を受けている「市民の森十一
面山保全の会」が鬼怒川若宮戸地区の河川区域内外
で環境保全活動や環境教育等を行っており、今後は
基盤整備が進む他のリバースポットの活用と絡め
て、民間事業者と連携した河川空間のオープン化に
ついても検討していく。
これからも「鬼怒川・小貝川かわまちづくり」に
関する情報発信を続け、沿川地域・自治体間で仲間
を増やしながら、より魅力的なサイクルネットワー
クを構築及び河川空間の活用に積極的な企業・団
体・地域等と連携・協力し、また、河川流域全体の
あらゆる関係者が協働し、流域全体で水害を軽減さ
せる治水対策「流域治水」への転換を図りながら、
「川と共に生きる防災先進都市常総」を目指してい
きたい。

出典
●『平成27年9月関東・東北豪雨』について
　国土交通省関東地方整備局下館河川事務所
● 『鬼怒川緊急対策プロジェクト』進捗状況等につ
いて
　国土交通省関東地方整備局下館河川事務所

図４　常総市アグリサイエンスバレー事業

写真７　十一面山に整備されたリバースポット
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